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長崎県子連ニュース No.41
平成31年 (2019年 )3月

発イ子/一般財団法人 長崎県子ども会育成連合会
〒8500057長崎市大黒日]3番 1号  TEL FAX095‐ 827-4574

URL http、～、vw kodonlo kai orjP/nagasaki/ c― mail kdm42@axel ocn ncjp

不祥事の発生により開催延期となっていた、

会が、平成 30年 7月 14日 (土)～ 15日 (日 )

した。平成 29年度全子連表彰式・受賞祝賀会

め 3名が参加しました。

第 51回 (平成 29年度)全国子 ども会育成中央会議・研究大

に名古屋市のローズコー トホテル及び中区役所で開催 されま

・記念講演・部会 1協議が行われ、長崎県か らは、受賞者を含

開会式 全子連表彰 記念講演i 言己念講演12)

開 催 趣 旨 く全子連 ) 大 会 日 程

現在の子どもたちは、異年齢集団での体験活動が難 しい環

境にあるといわれており、「保護者の理解と参加で子ども会

活動の活性化Jを進めるのが難しい状況があります。遊びの

内容も、ひとり遊びが主になって、「シエア、ジュニア・リー

ダーが進める子どもの手による子ども会J活動から離れてい

きます。地域にとって大切な 「子どもたちに残し伝えたい自

然と郷土伝統芸能」の伝承活動も厳しくなり、地域社会との

関わりが消滅してしまうのではないかと危惧されます。

こうした状況を打開すべく、全子連では平成 28年度から

地区の活動を活性化させることを目的として地区推進研究会

を、平成 29年度からは地区推進研究会の会員の中から子ど

も会未来委員会を開設し、グローバルな視野に立ちながらも

地域性を考慮して計画を進めることや、シニア (ユース、青

年)・ リーダーの力を借りて子ども会活動をさらに活発に推

進することなど新たな一歩を踏み出しました。

名古屋市では、4つの環境都市像 (健康安全都市・循環型

都市 自然共生都市・低炭素都市)の実現に向けて従来から

さまざまな事業を展開しています。

子ども会の原点である自然の中での集団体験活動を今一度

振 り返ることで、各地域で一層の取り組みがなされることを

願っております。

大会1日 目 〔7月 14日 (土 )〕

1開会式

①開会の辞  ②主催者あいさつ

0来賓祝辞  ④歓迎あいさつ など
2表彰式

・指導者・育成者       70名
・子ども会・司式・団体   45団体

3記念講演①               1445～
「自然から学ぶ 自ら気づき考える力」
講師 環境省 環境カウンセラー

篠 田 陽 作  氏
4記念講演②

,「色の魔法で幸せがやつてくる」
・講師 美しい生き方研究家

永谷 公美英 氏

16:00～

5受賞者記念撮影              1700～
6受賞者を囲む会 50周 年記念情報交換会

・アトラクション                17:30～
祝宴                1300～

大会2日 目 〔7月 15日 (日 )〕

1部会協議                 ,00～
1部会 子ども会と連合組織の在り方
2音「会 シニア・リーダーの役害1

3部会 ジュニア リーダー事例発表
2部会報告会

3閉会式

13:00～

11:00～

11:30～

第 51回 (平成 30年度 )全国子ども会中央会議・研究大会 (名古屋大会)
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本年度の九州地区子ども会育成研は大分県開催で、九州各県か ら約

380名が参加し、熱′きな研究協議が行われました。長崎県からの参加者は、

九子連表彰受賞者を含め 10名でした。

第 2部会は長崎県が担当し、諌早市子連の「宮田

龍郎J様の事例発表をもとに、県子連専門委員の 「平

山仁」様の司会進行でグループ協議を行いました。

1     大 会 日 程    |  :
第 1日 目 〔11月 4日 (土 )〕 (別府市公会堂 )

① 歓迎セレモニー「大田子ども会 : コーラス」
② 開会式・表彰式

・主催者・来賓あいさつ
・九子連表彰

③ 親子対談「親子で支える子ども会」
・安岐町子ども会 : 中野昭純・浄昭 親子

④ 部会協議
・第1部会「今の子ども会員は、何を求めているのかを考

える。」
・第2部会「子ども会活動を通じ、地域に貢献できることを

考える。」
・第3部会「九州1地区子ども会推進研究会からのテーマか

ら考える。J

・第4部会 シニア座談会「シニアに求められるもの」

⑤ 情報交換会 (亀の井ホテル )

・アトラクション「ハワイアンバンドショー」 (マハロエコーズ )

第2日 目 〔11月 5日 (日 )〕 (別府市公会堂 )

① アトラクシヨン「伝承芸能 :蛇谷太鼓」 (武蔵西小学校 )

② 全体会 各部会協議報告

③ 大会宣言文提案・採択
④ 閉会行事

・開催県あいさつ (大分県)

・大会旗引継ぎ
・次期開催県あいさつ (宮崎県)

宮田龍郎 様 (左 )平山仁 様 (右 )

第2部会協議

別府市公会堂 歓迎セ レモニー

開催県あいさつ

率5。 薔え鶏たこiを も公
=晟

。無経 輛咸,

1情報交換会

?,i\trrl-7 親子対談

全体会 (部会協議報告 ) 大会旗の引継 ぎ
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第 50回 (平成 30年度)九州地区子ども会育成研究協議会～大分大会～
‐       平成 30年 10月 27日 (■ )～ 2=日 (日 ): 別府市公会堂



長崎県子連ニュース

昭和 54年に始まり本年度で 40回 目を数える長崎県子

ども会伝承芸能大会が、平成 31年 1月 20日 (日 )、 島

原市有明総合文化会館おいて開催されました。市内はも

とより県内各地から約 300名の参観者がありました。開

催にあたつては、地元島原市子ども会育成連絡協議会な

らびに島原市教育委員会の多大なご支援とご協力をいた

だきました。出演団体には県子連会長から賞状と記念品

が贈られました。

島原の能楽の伝統を子 ども達にも伝
えようと、平成 16年 に 「島原子ども狂

言ワークシヨップJを立ち上げたのが

始まりです。以来、和泉流狂言師 野

帖写曾蟹き晃Fl精 見 ネ活 腫 菖隼置

文化賞Jを 機に、IE式名を 「肥前島原

子ども狂言Jと あらためました。

寛政 4年 (1792年 )雲仙岳噴火の

鎮魂と防災の祈 りを込めて始まったの

が 「不知火太鼓」です。現在、第二

小学校の不知火太鼓クラブが伝統を受

け継ぎ、長池要七先生の指導のもと頑

張つています。平成 21年 には長崎県

教育委員会表彰を受賞 し、市民音楽祭

や地域行事等に多数出演 しています。

〔島原市立二会小学校

建築基礎 工事 で ある土 固め の作 業

唄や祝 い唄 と しうたわれ て いた土 掲

(ド ーヅキ)唄 を郷土 の文化遺産 とし

て位置づけ、後世に伝 える目的で平成

6年 に 「島原土掲唄保存会」 を発足 し

ました。現在会員は、老人会 をは じめ

約 90名 ほ どです。三会小学校 には伝

承クラブができ活動 しています。

有明町三之沢八幡神社では、毎年 8

月下旬、風除祭が行われています。台
風から稲を守 り、五穀豊穣と氏子の安

寧を祈願するもので地域総出のお祭 り

です。浮立はこの渡御で御旅所までの

道中 (お 下 り お上 り)、 大人達が笛
と謡、子 ども達がそれに合わせて太鼓
を打ち奉納するものです。

舞岳太鼓は、平成 10年、童話の会「く

すのきJの メンバーを中心に小学生か

ら一般までの有志約 20名 で結成 しま
した。昨今メンバーの減少により、活
動が縮小 していましたが、数年前か ら

地元の中学生が毎年文化祭で舞岳太鼓
を披露してくれており、そのための練

習などを行つています。

県教育庁生涯学習課

課長 山口千樹 様

閉会挨拶

山下徳美 会長

鍮゛曇驀醸響畿詈鬱

開会式

|    :| |     |||

島原市教育委員会
教育長 森本和孝 様

進行:上田すず子員1会長

表彰式

講評 :松本恒一 課長

■薔 ■や|●■ヽ■金 |■ ■き・ き ■S■母■秦■S■ SI奏 ■き ■ヽ 1誉 ゛ |゛ ■



育成者研修会 〔松浦市大会〕

日
　
〈
〓
内

１

　

２

３

時 平成31年 2月 17日 (日 )

13:30～ 17:00

場 松浦市東部交流センター

容 ①県子連表彰式
②開会行事
③講演
④ 実 技 研 修 (今 福中体育館 )

⑤講評
⑥閉会式

平成 30年度の長崎県子ども会指導者・育成者研修会は、松浦市で開催されました。市内の子ども会関

係者を中心に、参加者約 70名 による研修会でした。実技研修は、今福中学校の体育館をお借りして実施

しました。松浦市子連と松浦市教育委員会生涯学習課スタッフの 一致協力態勢のもと、研修会は大成功の

うちに終了しました。

研修内容

研修テーマ
子ども会関係者からの実践発表や体験談などから学ぶことを通して、

子どもの手による子ども会運営をめざそう

講演 “福祉と乗馬の森"理事長           発達障害は、社会性の障害と言わオ■ます。国際的には、

く有)三輪車 代表取締役 三輸俊治 様   lQを基4tとするのではなく 社会性の有無を問題とします。
「子どもたちとのかかわり方」         ノ、は、それぞオt特異1■ をもっていて そオ1が 目立つ部分が

～発達障害児と健常児への大人のアプローチ～ 障害として現れるのです。
自宅で過ごす幼少期は、親も気づきにくいのですが、幼

保期など集団生活をするようになると課題が顕在 fヒ してき

ます。改善方法の一つとして、子どもの環境を変えてあげ

ることで、気持ちや行動様式を安定させることができます。

現在、国の補助で 「保育所等訪間支援事業Jと いう専門

家を派遣する仕組みがあって、 うまくいかない場合は、ll

談することができます。

実技研修 "松浦市スポーツ推進委員"

「子ども会・育成活動で使えるニュースボーツ」

今福中体育館に移動し、二組に分かれ

て、ニュースポーッであるカローリング

とペタンクを交互に指導していただきま

した。

指導してくださったのは、3名 の松浦

市スボーツ推進委員の皆様です。

講評 市生涯学習課長  閉会あいさつ
近藤寿一 様   西崎 光 市子連会長

OS●参◎義0警0警0機0警●90

開会 あいさつ

北御門長蔵 会長
祝辞 県生涯学習課  祝辞 島原市教育委員会
課長補佐 馬場利浩 様  教育次長 宮島哲郎 様

全体進行
川村正孝 様

表彰式 会場風景
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本年度の全国大会は ,平成 31年 2月 23日 (土)～ 25日 (月 )、 石川県金沢市で開催されました。
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今大会のテーマは、『 「遊びは子どもの力」 ～しなやかな感性を持った子供の育成を～ 』です。

全国から約 650名が集まり、大会テーマのもと、熱′いに研修するとともに、各種交流を深めました。長

崎県からは北御門長蔵会長以下全子連表彰受賞者を含め4名が参加し、他県 (政令市)子連と積極的な情

報交換等を行い、有意義な大会となりました。

アトラクション 子ども素囃子 子ども梯子のばり 開会式

大会 1日 目 〔2月 23日 (土 )〕

1アトラクシヨン
・パイプオルガン演奏

2子ども伝統芸能発表
・子ども素囃子・子ども梯子のぼり

3開会式 全子連表彰式
4記念講演①

・演題 「これまでの出来事」
・講師 劇作家 本谷有希子 氏

5受賞者記念撮影
6受賞者を囲む会・情報交換会

大会 2日 目 〔2月 24日 (日 )〕

1分科会 (午前の部)

2昼食
3分科会発表
4記念講演②

・演題 「教育改革と社会が求める人材」
・講師 会社社長 大島淳光 氏

5閉会式

大会 3日 目 〔2月 26日 (月 )〕

1エクスカーション

・選択コースに分かれて研修

(終 了後 角翠散 )

13:00～

13:50～

15:30～

16:40～

18:00～

9:00～

11:50～

13:00～

15:30～

1515～

8115～

[柵:  覇
公益社団法人全卜1子 ども会連合会は、子ども会活動がより

活性化するための事業を行い、子どもたちが社会を選 しく生

き抜 くために必要な特性の洒養、及び子どもの健全育成に寄

与することを目的として、各地における子ども会活動の支援

をしています。

しかし、現在の子どもたちは、 日常の生活の中で異41齢集

団での体験活動の経験を得ることが少なくなってきていると
いわれており、また、子ども会活動に対する保護者や行政の

理解が十分得られない団体も敵見されるようになっています。
このような状況を打開すべく、全子連では、平成 2811度か

ら子ども会活動の活性化を‖指して各地区に地区推進研究会

を、平成 29年度には、全子連に子ども会未来委員会を設置し、

子ども会未来像をitす検討をを行っています.

また、会員と年齢が近く、会員と育成者の間に位置するシ
エア リーダーの実質的指導などを行うため、平成 29年度に
は「全子連ユースJが結成されました。

このような中で、全国の子ども会の育成者、指導者、シエア

リーダーが金沢の地に集い、 Fど も会の将来像を考えるとと

もに、地域、行政も含めた ,4ど も会支援のネットワークづく
りについて情報交換をすることにより、明日の子ども会がよ

り輝くものとなることを願っております.

記念講演① 分科会 記念講演2 大会秦の引き継ぎ

|| ■ ■ ‐■ ■ ■1 ■ ● ‐● ■ || |  || ‐  |  ■    |■    ■       ■ ‐

第 52回 (平成 3.0年度)全 国子ども会中央会議・研究大会 (石川大会)

i菫爆

会 日 程 開 催 趣 旨 (全子連)



長崎県子連ニュース

平成 29

区 分 地 区 氏   名 団体名 および 役 職 名 活動年数

イ国人 長崎市 松 林 廣 美 橘中学校区青少協 事務局長 27年

区分 地 区 氏   名 団体名 および 役 職 名 活動年数

個 人 長崎市 池田安芸枝 長崎市ジュニア・リーダー指導者 32年

団体 佐世保市 佐世保市子ども会育成連絡協議会 68年

松林廣美 様

区分 地 区 氏  名 1 団体名 および 役 職 名 活動年数

指導者

諫早市 上 野 恒 信 諫早市子連専門指導員 23年

長崎市 2]柴   悟 式見中校区青少協事務局長 32年

佐世保市 吉村 美智子 佐世保市子連事務局 28年

平成30年度 県子連表彰

人

池田安芸枝 様

区分 地 区 団 体 名
子ども代表

育成者代表
活動年数

子ども会

佐世保市

楠泊2部育成会
愛

和

望

美

岡

岡

村

村
63年

西川内育成会
陣内恵利花

陣 内 智 子
53年

川棚町 若草子供会
羽

洋

優

明

野

野

上

上
67年

区分 地 区 氏  名  1 団体名 および 役 職 名 活動年数

指導者
長崎市 梶 原 裕 二 西浦上小学校区専門委員 11年

諫早市 平 山  仁 専門指導員 10年 上野恒イ言様

西川内育成会 様 梶原i/1i様

平成29年度 全子連表彰

平成30年度 全子連表彰

平成30年度 丸子連表彰

〔 団 体 〕

佐世保市子連 様

ミ彎

吉村美智子 様楠泊 2部育成会 様
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安全啓発中級指導者の認定 訂正記事

本年度の中級指導者養成講習会を受講した
長崎県受講者のうち4名の皆さんが、中級の
資格認定を受けました。これで長崎県の中級
資格認定者は、11名になりました。

ちなみに、県内の初級認定者は58名で
す。大いに受講 し、認定者を増やして行きた
いですね。

前号 (県子連ニュースNo 40)に 誤りがあり
ました

新しく就任した県子連専門委員「平山
仁」様のお名前を「平屋 仁Jと間違って記
載しました。お詫びして訂正いたします。

全国子ども会ジュニア・I′―ダー研究集会の復活

2014(平 成26)年 度以降、中断していた全子連ジュニア・ リーダー研究集会

が、 20」 9年度から復活開催されることになりました。全子連ユース (各県シエアの

代表組織)が、企画運営にあたる予定で、各県ジュニア・ リーダーの交流と研修を目的

としています。2019年度は、7月 13日 (土)～ 15日 (月 )に ,国 立リンピック記念セ

ンターで開催予定です。

県 子 連 創 立 50日 年

一般財団長崎県子ども会育成連

合会は、 1969年 (3召和44
年)5月 27日 に結成、 2019
年で、倉」立 50周年を迎えること

なりました。
節目の50年に際 し、関係の皆

様にお集まりいただき、記念式典
と祝賀会を開催する予定です。

記念式典 ,祝賀会 (予 定)

長崎県ここt会 リータ■クう7・の戯立

本年度、長崎県子連に 〔ジュニア・ リーダー部〕と 〔シエア・ リーダー部〕

の連合同組織としての「長崎県子ども会リーダークラブ」を設立 しました。県

内各市町から推薦された、ジュニア・ リーダー部19名、シエア・ リーダー部
11名 を部員登録しています。 (2019年 1月現在)入部受付は、新年度も継続

して行います。中学生以上の方の入部、推薦をお待ちしています。

日
間
場

期
時
会

2019年 10月 26日 (上 )

13:00～ 16:00
ホテルセン トヒル長崎

2019年度 県子連主要事業計画 (予定 )

開 催 日 会 場

全国子ども会ジュニア・リーダー研究集会 7月 13日 (金 )～ 15日 (日 ) 国立オリンピック記念センター

長崎県子ども会ジュニア リーダー研修会 8月 10日 (土 )～ 12日 (月 ) 上五島海洋青少年の家

九州地区子ども会ジュニア・リーダー大会 8月 16日 (金 )～ 18日 (日 ) 佐賀県 : 波戸岬少年 自然の家

53回全国子ども会育成中央会議 研究大会 10月 4日 (金 )～ 6日 (日 ) 岡山県 :倉敷市芸文館

県子連創立50周年記念式典 10月 26日 (土 ) 長崎市 : ホテルセントヒル長崎

九州地区子ども会育成研究協議会 ¬ 月30日 (土 )～ 12月 1日 (日 ) 宮崎県 : 」Aア ズムホール

長崎県子ども会伝承芸能大会 (未定) 平戸市

お 知 ら せ
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平成30年度 市町11加入会員教こ加入率
平成31年 1月 31日

市町名

加 入 会 員 数 加入率 (0/o)〔 加入数/児童,生徒数〕

市彗り 小学生 中学生 高校生 誓瀑喜 合 計

県  計 1フ フ5 3559   35491    6.690     315   26824 フ2.879 55 498 391
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郡  計 432 4,701 13951 1601 2.926 9,614 58    599    306 491

× 1 0 0 0 1 0 5 5
算出基準の未就学児 児童 生徒数は、

平成年30年度長崎県統計による
合  計 3559   35491    6690     315   26824 72.879

現在

※ 長崎県子連会員数の推移

年度
加 入 会 員 数 加入率 (0/o)〔 加入数/児童・生徒数〕

未就学児 4ヽ学生 中学生 高校生 育成者 合 計

30年度 3559   35,491    6690     315   26824 72,8フ 9 550/o

29年度 3676   36710    7144 .    357   27816 フ5703

28年度 3862   38,683    フ,950     438   29002 79,935

27年度 3フ 02   40118    8588     433   29909 82,750

26年度 268フ    41 375    9,219      476   30,694 84451

25年度 2.821   43.040    9845     490   32.072 88,268

24年度 29フ 8   44560   10335     563   33165 91601
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